
概要

１．訪問ＬＯＭ
社団法人旭青年会議所

理事長　髙野哲也　君
専務理事　飯島隆太　君

社団法人浦安青年会議所
理事長　深作寛　君
直前理事長　梅澤隆正　君
顧問　浦田一哉　君
専務理事　高梨健太郎　君

２．同行者
公益社団法人日本青年会議所　関東地区協議会　会長　髙橋幸一　君
公益社団法人日本青年会議所　関東地区　千葉ブロック協議会　会長　山谷恒樹　
社団法人千葉青年会議所　直前理事長　今井太志　君

３．訪問日時
平成２３年４月１７日(日）

旭ＪＣ訪問 １５時頃
浦安ＪＣ訪問 １９時頃

４．訪問場所
旭ＪＣ：飯岡福祉会館ほか被災地
浦安ＪＣ：浦安商工会議所会館（浦安ＪＣ事務局）

５．目的
関東地区の被災地を会頭自ら訪問することで被災状況の現地調査を行うと同時に、
被災地ＬＯＭを勇気づける事を目的として実施

公益社団法人日本青年会議所　関東地区　千葉ブロック協議会　

福井会頭　被災地ＬＯＭ（旭ＪＣ・浦安ＪＣ）視察レポート



６．結果

【旭ＪＣ訪問】

　福井会頭の被災地訪問の一環として、今回茨城ブロック訪問から千葉ブロックへの続け
ての訪問となりました。先ずは旭ＪＣ。旭市は飯岡地区や海上地区を中心に大津波による
甚大な被害を受けました。漁港や海岸線はもとより、市街地まで津波の被害が及び、未だ
に数千人が避難所に身を寄せております。

　　（橋が津波で抜けてしまった現場にて） 　（福井会頭と高野理事長ががっちり握手）

　福井会頭は高野理事長から震災発生から現在に至るまでの経過や、現在の状況について
詳細にわたり報告を受け、その後津波の被害が甚大な海岸線や市街地を視察し、できる限
りの支援を実施していく事を伝えました。

　　（被災状況の報告を受ける福井会頭） 　　　　　　　（今回の視察団）



【浦安ＪＣ訪問】

　続いて浦安ＪＣの事務局に訪問。移動距離が大変長く、到着は日没後となり、事務局に
て被災の状況や現在までの経緯を深作理事長より報告を受ける形となりました。浦安では
“新町”と呼ばれる新しい埋め立て地域での液状化被害が甚大で、当日避難所に指定され
ていた小学校の校庭も液状化で立ち入ることができない状況となりました。

　　（被災状況を報告する深作理事長） 　（福井会頭より深作理事長にエール）

　福井会頭は深作理事長から被災状況や現在のＬＯＭの現状などをつぶさに伺い、今後の
体制についてお話されました。

　（福井会頭に同行した高橋会長と山谷会長） 　（高梨専務・浦田顧問と梅澤直前も加わり）

以上


